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いられているMRI 画像はスライス溝が 1 mm程度
で間隙のほとんどない 3次元 T1 強調画像である．
今までの体積測定の研究の多くは，測定者がマニュ
アルでスライス 1枚ごとに海馬などの関心領域を描




































的に評価するソフトウェア Voxel-based Speciﬁc 

































Fig. 1　 昭和大学烏山病院に設置されているMR装置 
（1.5 テスラ GE製MRI）
 出典：昭和大学CREST脳画像センター























































































性を示す fractional anisotropy （FA）と，見かけの
拡散を表すApparent Diﬀusion Coeﬃcient （ADC）
がある．FA値は 0～ 1.0 までの数値を持ち，脳梁，
錐体路など神経線維の方向性がそろっている白質で
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